
町の人口と世帯数

|講諾人口

世帯数3，68(）

(S51.2．29現在）
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第
三
十
二
Ｍ
脚
民
体
育
大
会
（
あ
す
な

る
同
体
）
の
国
体
音
頭
の
お
ど
り
の
識

習
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

◎
Ｈ
時
四
月
九
日
午
後
二
時
～
四
時

◎
場
所
金
木
町
中
央
公
民
館

青
森
国
体
音
頭
の

お
ど
り
講
習
会
開
催

I
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去
る
三
川
三
Ｈ
招
雌
の
第
九
十
三
Ｍ

金
木
町
雛
会
臨
時
会
は
、
二
川
八
Ⅱ
に

行
わ
れ
た
選
挙
で
洲
選
し
た
新
雛
貝
に

よ
る
雛
会
の
組
織
会
と
も
い
わ
れ
る
も

の
で
、
当
Ⅱ
は
、
妓
年
埜
背
の
川
中
塊

吉
難
い
が
仮
雛
及
と
な
り
、
破
風
企
画

の
出
席
で
、
午
前
十
時
山
十
派
分
附
会

大
隅
町
災
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
選
任
さ

れ
た
野
窩
雄
造
雛
及
に
よ
り
、
刷
雛
蛙

は
じ
め
各
術
任
委
幽
、
組
合
雛
風
な
ど

を
選
征
、
午
後
○
時
二
十
狐
分
に
附
会

し
ま
し
た
。

縦
及
ほ
か
選
任
さ
れ
た
附
征
委
幽
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

金
木
町
雛
会
鍍
災
野
樹
雄
造

刑
雛
壁
竹
内
武
六

総
務
企
剛
術
任
委
貝
会

◎
木
村
金
利
○
加
藤
卓
剛
、
共
川
蝋

一
、
吉
崎
正
光
、
成
川
善
職
（
◎
印

語
藻
軌
計
澤
掴
）

議
撫
鰄
議
裳
臨
鋳
鐡
縦

野
宮
毒
竹
内
（
癖
氏
が

■

■
Ｕ
Ｗ
ｆ

ヘ
ー

医
》
飢

ｏＬ
Ｒ

可
」
■
電
画
ｒ

三
月
三
日
の
組
織
議
会
で

議長

野宮雄造氏

は
委
典
及
○
印
は
剛
委
此
及
、
以
下

Ｍ
じ
）

教
育
民
生
淵
任
委
仏
公

◎
古
川
朽
雄
○
沢
川
茂
、
沢
田
山
男

川
中
塊
古
、
野
桝
雄
迭

上
木
柑
任
委
凸
公

◎
中
谷
正
○
木
村
不
二
男
、
花
川
甚

巾
、
川
中
蝋
職
、
伊
藤
満
慈

典
林
商
工
術
任
委
員
会

◎
今
久
米
雄
○
、
川
竹
治
、
竹
内
武

六
、
大
橘
塊
五
郎
、
古
川
米
逸

西
北
五
衛
生
処
理
組
合
離
会
離
曲

（
一
人
）
木
村
不
二
外

公
立
金
木
病
院
組
合
雛
会
談
且

（
山
人
）
伊
藤
滴
慈
、
ｎ
川
竹
治
、

其
川
蠅
一
、
沢
川
茂

西
北
五
桁
神
薄
弱
児
施
投
組
合
鍍
会
鍍

幽
二
人
）
今
久
米
雄

津
幡
北
部
消
防
聯
務
組
合
鍍
会
雛
瓜

三
人
）
木
村
不
二
男
、
吉
田
米
逸

無

副識長

竹内武六氏

津
軽
北
部
老
人
稲
祉
聯
務
組
合
叢
会
議

風
（
二
人
）
中
谷
正
、
成
川
善
艤

金
木
町
監
在
委
貝

大
橘
塊
五
郎
、
成
旧
摘
明

金
木
町
選
挙
符
理
委
幽
会

委
貝
Ⅱ
中
西
恢
一
、
商
橘
元
弥
、

小
山
内
義
美
、
岡
川
安
三
郎

補
充
血
Ⅱ
、
川
章
一
、
津
肪
治
郎

脈
川
勘
衛
門
、
今
徳
嘘

可
』

h

■I屋
』

~

、、
ｰ

グー公I
総務企画常任委員長

木村金利氏

農林商工常任委員長

今久米雄氏

教育民生常任委員長

古川哲雄氏

土木常任委員長

中谷正氏

』１
１
１

灘
一

ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
×

ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
×
ｘ
ｘ
ｘ
一
”

ん
（
伊
藤
臓
物
階
経
憐
）
は
、
三
月
一
州

福
俵
・
〆
縄
を
奉
納
Ｈ
、
金
木
町
塗
保
育
所
を
斑
て
、
“

柏
木
ク
ラ
ブ
婦
人
部
一
峰
誰
”
唖
州
罐
鰔
岬
小
宅
鋤
搾
瞬
畦
一

喜
良
巾
老
人
ク
ラ
ブ
（
近
藤
元
二
会
ま
し
た
。

艮
）
に
偶
し
て
い
る
柏
木
ク
ラ
ブ
婦
人
二
年
前
は
安
全
つ
え
と
避
靴
、
ま
た
唖

部
で
は
、
隆
年
に
わ
た
り
、
神
社
に
柵
去
年
は
長
靴
と
ズ
ッ
ク
靴
、
と
伊
藤
さ
》

俵
・
〆
縄
を
奉
納
し
町
民
の
み
な
さ
ん
ん
の
寄
贈
は
保
育
所
・
児
童
館
に
い
つ
》

に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
岡
は
ぱ
い
で
、
関
係
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
一

再
良
市
の
各
神
社
に
奉
納
す
る
Ⅷ
叩
々
を
伊
藤
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
何
か
し
ら
》

ク
ラ
ブ
雄
会
所
で
製
作
し
、
五
十
年
十
寄
賄
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
、
と
語
っ
て
翻

二
Ⅱ
十
二
日
に
完
成
、
さ
っ
そ
く
各
神
い
ま
し
た
。

二
〃
十
二
日
に
完
成
、
さ
っ
そ
く
各
神

社
に
奉
納
し
ま
し
た
。

ゴ
ム
長
靴
・
ズ
ッ
ク
靴
を

保
育
所
に
寄
贈

金
木
町
小
川
町
に
住
む
伊
藤
府
一
さ

《
《

’リ

や

一

〃
ご
利
用
く
だ
さ
い
〃

み
な
さ
ん
の
心
配
ご
と
の
相
談

に
応
じ
る
〃
心
配
ご
と
相
談
所
″

が
、
毎
週
木
暇
Ｈ
、
役
場
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
時
間
は
午
前
十
時
・

よ
り
午
後
三
時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
は
民
生
課
（
ど
う
ぞ

I
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昭
和
五
十
年
度

町
で
は
、
金
木
町
褒
尚
規
則
に
韮
づ

い
て
、
二
〃
十
九
Ⅲ
褒
批
群
査
会
を
行

な
い
審
究
の
結
果
、
三
〃
一
Ⅱ
午
前
十

一
時
よ
り
金
木
町
中
央
公
民
館
に
お
い

て
、
つ
ぎ
の
か
た
が
た
に
金
盃
を
踊
り

褒
岱
し
ま
し
た
。

※
（
）
内
は
主
な
功
細
及
び
通
算
在

職
年
数

《
自
治
功
労
褒
賞
》

◎
通
算
十
一
一
年
以
上
の
町
議
会
議
員

白
川
兼
五
郎
（
哩
）
花
川
甚
巾
（
狸
）

伊
藤
浦
慈
（
理
）
吉
崎
正
光
（
理
）

生
宇
室
二
三
一
言
二
言
二
三
一
言
菫
雪
菫
四
二
璽
二
四
二
厘
二
璽
重
室
二
四
三
里
ご
毒
三
宝
二
重
三
里
『
三
二
更
二
■
三
Ｆ

Ⅱ

Ｉ

胆
、

金
木
町
褒
賞
授
与
式
州

ＩⅢⅡ冊Ｉ

Ⅱ
叩

Ｉ当
二
三
二
菖
忌
二
重
壹
雪
冒
言
百
二
厘
二
三
言
一
一
三
三
歪
一
言
三
里
言
三
二
言
三
三
三
二
三
二
重
言
二
詞

岨
名
、
３
団
体
褒
賞
さ
れ
る

◎
通
算
十
一
一
年
以
上
の
町
展
業
委
員

桑
旧
一
生
（
胆
）

◎
通
算
十
五
年
以
上
の
町
職
員

角
田
正
男
（
画
）
伊
丸
岡
兼
雄
（
面
）

、
川
き
せ
（
帥
）
安
田
誠
子
（
鋤
）

◎
そ
の
他
の
自
治
功
労
褒
賞
受
賞
者

中
谷
孫
一
（
行
政
協
力
委
興
哩
年
）
平

川
久
次
郎
（
金
木
町
艘
業
共
済
組
合
理

事
皿
年
）
吉
田
米
五
郎
（
Ｍ
Ｍ
年
）
藤

本
端
（
金
木
町
典
業
共
済
組
合
職
且
幻

年
）
木
村
治
利
（
同
”
年
）
藤
本
幸
子

（
Ｍ
妬
年
）
木
村
泰
造
（
金
木
病
院
職

貝
鎚
年
）
加
慨
祥
正
治
（
刷
塑
年
）
加

側
谷
睦
子
（
刷
刻
年
）

《
特
別
功
労
褒
寅
》

◎
体
育
関
係

西
堀
久
弥
（
陸
上
競
技
）
土
岐
忠
敏
（

同
）
泉
谷
久
治
（
ス
キ
ー
・
相
撲
）
高

橘
千
餓
子
（
金
木
商
校
ス
キ
ー
）
白
川

端
（
同
）
背
山
文
雄
（
金
木
商
校
政
批

挙
）
金
木
高
校
重
赴
挙
部
〈
団
体
〉

◎
交
通
安
全
関
係

伊
藤
脈
一
（
交
通
指
導
隊
口
７
年
）
金

木
地
区
交
通
安
全
協
会
嘉
瀬
支
部
〈
団

体
〉◎
消
防
関
係

外
崎
栄
（
犯
）
荒
関
則
照
（
鋤
）
白
川

滴
光
（
鋤
）

凄

【
五
月
一
Ⅱ
】

○
商
業
統
計
調
盃

商
業
を
営
む
事
業
所
を
洲
盃
す
る
も

の
で
、
二
年
に
一
ｎ
行
わ
れ
ま
す
。

○
教
育
統
叶
凋
査

各
学
校
の
児
亜
数
や
教
は
数
等
を
凋

査
す
る
も
の
で
す
。

（
七
月
一
Ⅱ
】

○
果
樹
雑
木
統
汁
調
査

今
年
初
め
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
果

樹
（
リ
ン
ゴ
、
ク
リ
、
ブ
ド
ウ
等
）
を

房
‐
以
上
作
っ
て
い
る
艘
家
を
調
査
し

ま
す
。
【
十
二
月
三
十
一
Ⅱ
】

○
工
業
統
計
調
査

製
材
所
や
木
工
所
の
よ
う
に
製
造
業

の
蛎
業
所
を
調
査
し
ま
す
。

【
五
十
二
年
二
月
一
旦

○
農
業
基
本
調
交

全
腱
家
を
対
象
に
調
査
し
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
特
別
功
労
褒
賞
受
賞
者

滴
柵
術
作
（
商
工
会
役
此
）
新
岡
守
一

（
Ｍ
）
山
中
熊
四
郎
（
水
防
川
泌
年
）

白
川
再
築
雄
（
水
防
川
面
年
）
汕
田
耐

美
術
（
水
防
Ｍ
塑
年
）
伊
藤
催
巾
（
人

椛
擁
謹
・
猟
友
会
）
泉
谷
正
雄
（
納
税

組
合
・
選
符
委
貝
）
抗
木
正
巳
（
人
椛

擁
謹
・
行
政
相
淡
）
川
中
航
正
（
蒔
川

区
蛙
・
宵
総
代
民
）
稲
山
宅
僻
（
寄
付

及
び
寄
岫
）
湯
本
正
美
（
Ｍ
）
中
将
車

（
寄
附
）
中
元
一
広
（
Ｍ
）
桝
丸
妙
子

（
Ⅲ
）

《
善
行
褒
賞
》

十
四
日
会
〈
川
体
〉

昭
和
五
十
一
年
度
の
統
計

国民健康保険

被保険者証（保険証）の

検認について

兵

昭
和
五
十
年
度

消
防
庁
長
官
表
彰
の

永
年
勤
続
功
労
章
受
章

グー、
II..l

赴
現在使用している保険証は、3月3111で期限がなくなるため使用

できなくなります~ので、次のところで検認を受けてください。

＊転入，転出，分家，その他移動のある方は印鑑を持参ください。

昭
和
五
十
年
度
消
防
庁
長
官
表
彰
の

園
永
年
勤
続
功
労
章
が
、
金
木
町
消
防
Ｍ

郎
剛
団
艇
吉
川
米
五
郎
氏
に
受
章
さ
れ
ま

五
し
た
・

米
氏
は
、
昭
和
十
三
年
六
Ⅱ
一
日
金
木

函
鞆
諦
碓
蝿
榊
州
誇
癖
硫
池
似
粋
に
叶
鍵

章
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

期 日｜時間｜場所｜区唾

嘉瀬午前8時30分

＄

午後3時30分

嘉瀬公民館
3月29日

（月） 喜良市喜良市診療所

川倉児童館 川倉、藤枝午前8時30分
イ

）

午後3時3()分

3月30日

（火） 蒔田、神原
沢部の一部

蒔田児童館

午前8時30分
1

午後4時

3月31日

（水）
金 木役場保険裸

一
一

躍
聿

別
一
一

Ｗ
届

産
一

釦qZJ豆冒I ｰG凸判日Z日目16
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ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
ｌ
川
肘
川
分
）

小
松
博
和
（
久
２
男
）
班
瀬

坂
本
紳
呑
（
尖
踵
女
）
藤
枝

珊
川
兜
（
知
隆
男
）
撫
良
巾

蝋
施
公
美
（
正
広
蛙
女
）
金
木

小
川
祈
也
（
純
髭
男
）
牌
良
巾

村
川
和
歌
子
（
秀
俊
瞠
女
）
藤
枝

、
川
さ
ゆ
り
（
柑
男
及
女
）
僻
川

前
川
災
也
子
（
昭
沽
及
女
）
神
脈

川
村
健
一
（
油
及
男
）
蒋
良
巾

平
井
麻
肌
子
（
勝
仁
２
女
）
班
瀬

、
川
爽
山
災
（
描
瓶
ワ
一
女
）
金
水

叙
岫
唆
人
（
正
広
２
男
）
班
瀬

芦
川
制
巳
（
健
一
災
男
）
弊
良
巾

津
肋
浩
輔
（
祈
挺
男
）
金
木

叫
桝
夕
紀
子
（
茂
沽
隆
女
）
金
木

木
村
怖
弘
（
淌
忠
腿
男
）
金
木

ｗ
Ⅱ
ｌ

柳
川
斑
（
憩
及
男
）
神
脈

、
川
竜
一
（
勝
一
災
叫
）
金
木

泉
行
成
人
（
定
推
及
男
）
川
ｎ

木
村
通
山
（
岬
２
野
）
班
瀬

嫌
川
こ
ず
え
（
孝
人
及
女
）
班
瀬

工
藤
幸
論
（
淌
則
及
男
）
班
瀬

角
川
徳
光
（
行
雄
及
男
）
金
木

秋
元
美
由
紀
（
昭
二
災
女
）
班
瀬

小
野
美
佐
子
（
正
治
災
女
）
金
木

竹
内
誠
二
（
艇
２
男
）
藤
枝

鴫
海
施
一
（
幸
治
艇
男
）
斑
瀬

松
川
祥
ｒ
（
尚
義
災
女
）
斑
瀬

加
藤
下
肥
（
鮴
２
女
）
金
木

（
２
〃
Ｍ
川
分
）

松
野
純
子
（
純
餓
２
ｋ
）
金
水

練
方
塊
城
（
塊
蔵
２
兇
）
灘
良
巾

打
・
川
杼
し
の
ぶ
（
義
勝
踵
女
）
金
水

内
川
利
明
（
尚
弘
２
野
）
金
木

沢
川
朧
（
窓
災
女
）
班
瀬

川
川
誠
（
推
人
隆
男
）
再
良
巾

三
ｋ
純
子
（
滴
則
蛙
ｋ
）
金
木

休
藤
宏
志
（
武
雄
４
男
）
脚
良
巾

沢
川
化
枝
（
耕
作
及
女
）
金
木

三
潟
捷
紫
（
柵
正
瞠
女
）
川
術

占
崎
理
江
（
雌
２
女
）
金
木

嶋
海
美
ｆ
（
繁
雄
３
女
）
斑
瀬

秋
元
健
一
（
進
６
砂
）
川
倉

、
川
繭
子
（
義
膜
焚
女
）
川
倉

工
藤
豪
（
孝
雄
２
男
）
川
倉

阿
部
一
美
（
光
一
瞠
女
）
金
木

成
川
純
美
子
（
義
逝
２
女
）
小
柏
木

斎
藤
奈
津
美
（
忠
幸
及
女
）
金
木

秋
芥
い
づ
み
（
正
三
及
女
）
金
水

松
尼
通
太
（
稔
腿
男
）
金
木

棟
方
静
香
（
旅
光
災
女
）
再
良
市

脱
川
繁
樹
（
正
光
災
男
）
中
柏
木

山
川
催
子
（
勝
弘
及
女
）
金
木

今
尚
に
（
達
治
踵
珊
）
騨
良
巾

今
芳
仁
（
達
治
２
男
）
寓
良
巾

桑
川
愛
美
（
唯
昭
及
女
）
灘
良
巾

前
川
臓
哉
（
秀
拍
２
男
）
神
脈

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
ｌ
〃
Ｍ
川
分
）

へ
古
川
良
三
（
仁
助
４
男
）
撫
良
巾

一
、
川
弘
子
（
魂
及
女
）
蒔
川

へ
関
憲
治
（
悔
太
郎
５
男
）
来
京
都

二
一
戸
裕
子
（
雄
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及
女
）
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木
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茂
亜
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男
）
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京
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一
津
勘
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ギ
エ
（
才
助
４
女
）
金
木
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哩
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悪
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燕
霊
誌
郎
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些
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癖
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蔵
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男
）
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力
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一
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女
）
嘉
瀬

（
諦
橘
錘
搾
一
斌
諦
窕
挫
一
》
雌
蹄

（
恥
紳
ま
り
稚
一
酎
幸
“
鋤
一
酔
響
価

（
睡
酔
わ
掴
識
一
軸
僻
翠
挫
一
割
》
価

（
山
崎
栄
》
稚
一
霊
錘
廻
趨
一
誹
里
綱

、
鎌
田
光
実
（
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芳
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）
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郎
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岬
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木
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“
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睡
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稗

（
認
唾
癖
捲
一
》
李
郎
塞
錨
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幅
浦
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峰
謹
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一
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す
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州
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分
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秋
元
脈
術
（
師
才
）
金
木

鳴
海
キ
ヨ
（
砺
才
）
粥
瀬

小
林
紫
一
（
偲
才
）
金
木

加
川
金
太
郎
（
師
才
）
神
叩

角
川
惣
之
肋
（
、
才
）
金
木

佐
藤
栄
太
郎
（
“
才
）
金
水

成
川
塊
太
郎
（
師
ｒ
）
要
良
市

川
中
金
瓶
郎
（
副
才
）
潔
瀬

今
た
み
よ
（
梛
才
）
嘉
瀬

徳
川
タ
ケ
（
“
才
）
金
木

嶋
海
旭
〃
郎
（
砺
才
）
斑
瀬

蝦
名
斯
郎
（
布
才
）
金
木

棟
方
ヨ
シ
（
帥
才
）
嘉
瀬

大
佐
関
春
男
（
師
才
）
川
倉

小
杉
さ
た
（
巧
才
）
金
木
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〃
刷
川
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）

浅
川
助
仁
（
拓
才
）
金
木

工
藤
術
蔵
（
記
才
）
金
木

米
谷
キ
ヨ
（
弱
才
）
喜
良
巾

脈
川
敢
行
（
幻
才
）
嘉
瀬

阿
部
初
叫
（
刃
才
）
金
木

阿
部
勝
努
（
犯
才
）
金
木

古
川
良
三
（
他
才
〉
再
良
市

山
中
慶
吉
（
帥
才
）
嘉
瀬

、
川
堺
一
郎
（
印
才
）
金
木

古
川
き
せ
（
拠
才
）
喜
良
巾

今
ァ
子
（
”
才
）
嘉
瀬

竹
内
正
勝
（
弱
才
）
金
木

岡
田
タ
キ
（
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才
）
喜
良
市
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